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『シルバー人材センターワークプラザ』の設置

2,300 万円
会員の活動の場として調理室を活用し、会員の地域への
貢献と生きがいに繋げる。
　○用地取得　　○ 建物の設計・改修

『地域密着型特別養護老人ホーム』の新設

補助金 11,600 万円
第５期介護保険事業計画により新たにスタートする施設整備。
これまで住み慣れた地域での生活を続けながら、入浴・食事
等の介護や機能訓練が受けられる。

山野西文化交流館の設置管理費

490 万円

恵まれた自然環境の中で文化交流活動を体験するための施設。
平成 24 年 3 月閉校の山野西小跡地の整備と管理を行う。

消防詰所２箇所の建設

4,400 万円 
第９分団 （中央班・曽木班）・第 10 分団（土瀬戸班・馬場班）

消防車２台分の車庫・団員 20 人程度収容の待機所

地上デジタル放送の難視解消

補助金 3,700 万円

対象地区：曽木関白陣４戸・山野平川口７戸・山野下之馬場８戸・山野荒平４戸
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第２回定例会（予算総額150億3,000万円）
一般会計３億1,000万円　補正予算を精査！

※主な補正内容・概算額で表示

伊佐の新しい命を応援

520 万円（商品券の発行）
伊佐市で新しく生まれた命を祝い市民全員で喜びをわかちあう
ため地元商店で使える商品券を贈呈。

○伊佐市民の出産で生まれた新しい命
　商品券２万円（203 人分）　

○伊佐市の産婦人科で生まれた新しい命
　県外の方の里帰り出産・伊佐市外の方の伊佐市での出産

商品券１万円（114 人分）　

『福島の子どもと過ごそう！わくわく☆自然体験ツアーin伊佐』

事業補助金　30 万円
福島の子ども達と伊佐の子ども達が自然の中で交流し
様々な遊びをとおして「人と人がつながりあえる喜び」
を体感してもらう。
○時期　　平成 24 年 8 月中の１週間
○対象　　福島の保育園幼稚園年長児および小学生　10 人程度
○内容　　十曽周辺における自然体験活動・伊佐市内の子ども達との交流・ホームステイ

道路改良工事・測量設計ほか道路整備

工事費・委託費　3,450 万円

里町轟公園線道路改良工事増額　等
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【
報
告
】

　

３
月
議
会
で
上
程
さ
れ
、
当

委
員
会
で
継
続
審
査
と
し
て
調

査
し
て
き
た
議
案
第
23
号
「
伊

佐
市
防
災
会
議
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い

て
」
及
び
議
案
第
28
号
「
伊
佐

市
消
防
団
員
の
定
員
、
任
免
、

服
務
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

い
て
」
は
、
閉
会
中
の
４
月
25

日
に
大
口
方
面
団
団
員
５
人
、

菱
刈
方
面
団
団
員
５
人
、
計
10

人
の
参
考
人
よ
り
話
を
聞
い
た

が
、
報
酬
の
違
い
に
つ
い
て
統

一
の
歩
み
寄
り
は
な
か
っ
た
。

　

ま
た
５
月
23
日
は
地
域
審
議

会
の
傍
聴
を
し
た
う
え
で
、
委

員
の
意
見
の
集
約
と
し
て
は
、

合
併
後
４
年
以
内
に
統
一
す
る

こ
と
に
な
っ
て
お
り
、「
執
行

部
・
市
長
は
早
く
条
件
整
備
を

行
い
決
断
を
下
す
べ
き
」
な
ど

の
意
見
が
多
く
だ
さ
れ
、
結
果

２
議
案
と
も
否
決
さ
れ
た
。

　
山
野
西
地
域
の
活
性
化
を

図
る
と
い
う
こ
と
で
舞
踏
家

の
活
動
が
あ
が
っ
て
い
る
。

ど
の
よ
う
な
方
で
、
伊
佐
市

で
の
活
動
は
ど
の
よ
う
に
さ

れ
る
の
か
。

　

世
界
中
を
回
っ
て
活
動
さ

れ
て
い
る
有
名
な
２
人
の
女

性
。
東
京
で
活
動
さ
れ
て
い

た
が
、
環
境
を
変
え
て
山
野

西
小
学
校
跡
を
拠
点
に
今
後

活
動
し
た
い
と
の
事
で
あ

る
。
国
内
外
の
活
動
で
あ
る

の
で
１
年
中
伊
佐
市
に
い
る

と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
山

野
西
で
は
、
舞
踏
家
の
方
の

発
表
の
場
、
市
内
の
子
ど
も

た
ち
を
対
象
と
し
た
ダ
ン

ス
、
ス
ケ
ッ
チ
、
星
空
の
鑑

賞
会
、
自
然
体
験
等
を
行
い

た
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。

委員会報告

各
委
員
会
報
告

主
な
質
疑
と内

容

社
会
教
育
課

福
祉
事
務
所

長
寿
支
援
課

環
境
福
祉
委
員
会

総務文教委員会

　

事
業
費
５
２
０
万
円
の
内

容
は
？ 

　

伊
佐
市
民
の
出
産
応
援

商
品
券
（
さ
く
ら
・
み
の

り
）
２
万
円
分
約
２
０
０

人
、
伊
佐
市
の
産
婦
人
科
で

里
帰
り
出
産
時
の
応
援
商
品

券
１
万
円
、
伊
佐
市
外
の
人

で
も
伊
佐
市
の
産
婦
人
科
で

出
産
さ
れ
た
時
も
応
援
商
品

券
１
万
円
約
１
１
０
人
想
定

し
て
い
る
。

　

ど
の
よ
う
な
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
実
施
す
る
の
か
？ 

　

福
島
の
小
学
生
な
ど
10
人

程
度
を
迎
え
十
曽
周
辺
で
、

伊
佐
市
の
こ
ど
も
と
自
然
の

中
で
遊
ば
せ
交
流
す
る
こ
と

で
心
が
つ
な
が
る
喜
び
を
体

験
さ
せ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
用

意
さ
れ
て
い
る
。
総
経
費
１

１
０
万
円
の
う
ち
30
万
円
を

補
助
し
た
い
。

　

ど
こ
に
、
ど
の
よ
う
な

施
設
を
予
定
し
て
い
る
の

か
？ 

　

旧
農
業
改
良
普
及
所
の
土

地
・
建
物
を
購
入
し
、
改
修

工
事
を
行
い
事
務
所
や
調
理

室
、
そ
の
他
の
作
業
の
出
来

る
ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ
と
し
た

い
。

旧農業改良普及所

十曽子どもの森

Ｑ

Ｑ

Ｑ

総
務
文
教
委
員
会

条
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
新
施
設
に
２
３

０
０
万
円　

市
内
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
主
催

す
る
「
福
島
の
こ
ど

も
と
自
然
体
験
交
流
」

に
補
助
金　

伊
佐
に
生
ま
れ
た
赤

ち
ゃ
ん
に
、
商
品
券

進
呈

山
野
西
地
域
の
活
性

化

総
務
課

Ａ

Ａ

Ａ

ＱＡ
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委員会報告

建
設
課

地
域
振
興
課

地
域
密
着
型
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
新
規

開
設
に
１
億
１
６
０

０
万

排
水
及
び
道
路
改
良

工
事
２
０
０
０
万
円

曽
木
の
滝
公
園

展
望
所
の
階
段
改
修 経済建設委員会

　

今
ま
で
の
施
設
と
の
違
い

は
ど
う
い
う
点
か
？
ま
た
、

待
機
者
は
ど
れ
く
ら
い
な
の

か
。
こ
の
事
業
に
至
っ
た
経

緯
も
伺
い
た
い
。

　

特
徴
は
、
入
所
定
員
が
29

人
以
下
と
小
規
模
で
、
出
来

る
限
り
住
み
慣
れ
た
地
域
で

の
生
活
が
続
け
ら
れ
、
日
常

の
介
助
や
機
能
訓
練
が
受
け

ら
れ
る
と
い
う
点
で
あ
る
。

平
成
23
年
度
の
待
機
者
は
、

市
内
２
カ
所
の
施
設
で
月
平

均
28.4
人
で
あ
っ
た
。
介
護
認

定
者
が
増
加
し
て
い
る
な
か

で
、
認
定
者
の
重
度
化
が
進

む
こ
と
、
認
知
症
高
齢
者
の

増
加
、
一
人
暮
ら
し
の
高
齢

者
、
高
齢
者
の
み
の
世
帯
の

増
加
な
ど
、
在
宅
介
護
が
難

し
く
な
る
こ
と
が
考
え
ら
れ

る
。
今
後
、
施
設
入
所
待
機

者
の
増
加
が
懸
念
さ
れ
る
た

め
、
そ
の
方
々
の
受
け
入
れ

先
と
し
て
施
設
介
護
サ
ー
ビ

ス
の
充
実
を
図
る
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。

　

人
・
農
地
プ
ラ
ン
の
事
業

と
は
。

　

「
伊
佐
市
全
体
の
プ
ラ
ン

を
作
る
の
が
基
本
で
あ
る
。

青
年
就
農
給
付
金
の
対
象
者

の
い
る
目
丸
地
区
、
園
田
地

区
、
鳥
巣
地
区
の
３
地
区
を

優
先
し
進
め
て
い
く
。
こ
こ

が
終
わ
り
次
第
、
伊
佐
市
を

87
の
地
域
に
分
け
て
、
地
籍

図
を
元
に
農
地
の
形
態
の
分

布
を
把
握
し
た
後
、
地
域
説

明
会
を
実
施
し
て
、
プ
ラ
ン

を
作
る
計
画
で
あ
る
が
、
手

を
挙
げ
て
い
た
だ
い
た
所
を

順
次
優
先
し
て
作
成
し
て
い

く
。

　

今
度
の
補
正
の
、
里
町
轟

公
園
線
の
排
水
及
び
道
路
改

良
工
事
に
よ
っ
て
、
上
流
で

あ
る
大
田
地
区
か
ら
の
排
水

分
ま
で
改
善
さ
れ
る
の
か
。

ま
た
当
初
予
算
で
は
、
開
渠

の
計
画
の
所
が
変
わ
る
の

か
。

　

２
０
０
０
万
円
の
追
加
の

補
正
で
あ
る
。
委
託
料
は
、

当
初
予
算
で
は
計
上
し
て
い

な
か
っ
た
の
で
、
今
回
の
補

正
で
５
０
０
万
円
を
計
上
し

た
。
こ
の
改
良
工
事
に
よ
る

下
流
域
へ
の
影
響
は
、
か
な

り
少
な
く
は
な
る
が
完
全
で

は
な
い
。

　

ま
た
、
約
２
ｍ
幅
の
開
渠

部
分
の
所
有
者
と
の
用
地
取

得
が
で
き
ず
、
市
道
上
の
暗

渠
で
対
応
す
る
。

　

公
園
管
理
費
の
、
75
万
８

千
円
の
補
正
は
。

　

曽
木
の
滝
公
園
内
の
観
光

拠
点
施
設
展
望
所
の
階
段
中

央
に
手
摺す

り
の
設
置
と
、
段

差
が
わ
か
る
よ
う
に
安
全
対

策
を
講
じ
る
た
め
の
も
の
で

あ
る
。

　

こ
の
件
で
は
、
委
員
か
ら

「
手
摺す

り
と
か
滑
り
止
め
な

ど
は
最
初
の
計
画
の
段
階
か

ら
あ
る
べ
き
で
、
補
正
で
こ

う
い
う
要
求
を
し
な
い
よ
う

に
も
っ
と
緻
密
な
検
討
を
望

む
。」
と
の
要
望
が
あ
っ
た
。

ＱＡ

人
・
農
地
プ
ラ
ン
を

伊
佐
市
全
域
に

Ｑ

Ｑ

Ｑ

経
済
建
設
委
員
会

農
政
課

Ａ

Ａ

Ａ

お
詫
び
と
訂
正

議
会
だ
よ
り
の
前
号
で
（
14
号
）

掲
載
内
容
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

次
の
と
お
り
訂
正
し
、
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

第 14 号　５ページ
委員会報告【総務文教委員会】
文化スポーツ振興課
Ｑ．駅伝運営の予算は
（誤）

　主催者の南日本新聞　490 万円

（正）

　主催者の南日本新聞　 49 万円
展望所階段
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　今回は、５月７日から９日にかけ、熊本県 長洲
町の L

リ ク シ ル

IXIL 有明 SOLAR POWERと阿蘇市の大阿
蘇環境センター蘇水館及び日田市中津江の鯛生小水
力発電所を研修しました。

　まず有明 SOLAR POWERについて報告します。
住設機器の総合メーカー、トステム株式会社の関連
会社が、工場の遊休地約11.9ヘクタールを利用し、
経済産業省の「地域新エネルギー等導入促進対策事
業」として採択を受け国内最大となる太陽光発電施
設を建設しました。太陽光パネル20,280枚、500KW
の大型パワーコンディショナ８台を導入し、国内最
大級となる3.75MWを発電、一般家庭約1,000軒分の
発電量になるそうですが、自社工場電力でほとんど
消費しているそうです。
　伊佐市も一般家庭用の太陽光発電施設に、助成金
を出しています、規模的には比較になりませんが、
大変有意義な取り組みである事を再認識いたしました。

　次に阿蘇市「大阿蘇環境センター　蘇水館」につ
いて報告します。
処理対象人口は、57,016人、世帯数21,293世帯で、
平成18年度に、建設工事費27億7,320万円で完成し
ました。
　処理能力は日に、し尿：21.4ＫＬ浄化槽汚泥：
69.6ＫＬで、処理方式は費用対効果の面を考慮し、
『浄化槽汚泥対応型膜分離高負荷脱窒素処理』施設
と、その後汚泥処理設備として、堆肥化のラインを
併せ持つ施設でした。

 当市の新しいし尿処理設備のイメージとして参考に
なりました。

　次に鯛生小水力発電所について報告します。
旧中津江村が１億7,000万円をかけて建設し、2004年４月から発電開始している設備です。
津江川にある鯛生砂防ダムの取水口から、最大毎秒0.5トンを取水して約550メートル先の貯水槽まで導
水、18メートルの落差で、最大66キロワットの水力発電を行っています。
発生した電力は、約１キロメートル離れた鯛生金山の構内見学ルート、レストランや売店などに供給して
おり、施設内の使用電力の約６割を賄っています。 
　集中豪雨による増水に備えて事前に発電を止めたり、週１回程鯛生金山の職員が落ち葉や木ぎれ等を取
水口から取り除く作業をしなければならないそうですが、伊佐市でもこれからこのように利用できる場所
や施設が点在するのではと感じました。

行政調査報告

有明ソーラーパワー

鯛生小水力発電所

【　環境福祉委員会　】　５月７日〜９日（熊本県長洲町・阿蘇市／大分県日田市）
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　委員会は、５月14、15、16日の３日間
に渡り兵庫県淡路市、及び洲本市にて行
政調査を行ってきました。その中で、淡
路市の防災と消防団の組織編成とその活
動について報告いたします。淡路市は平
成7年1月17日の阪神淡路大震災に遭い大
きな被害を受け、全壊家屋3,082戸、半壊
3,984戸、死亡者58人、負傷者1,117人との
説明を受け、その当時の消防団の活動の
ビデオを見せてもらいました。

　それはまさしく地域に密着した救助活
動と二次災害の防災活動の様子であり
ました。倒壊して押し潰された家の中か
ら、この家の人はこの辺りに寝ているは
ず、出入り口はここだからこの場所に必
ずいるはずだと、日頃から地域の人々と深くつながりを持った者にしか分かり得ないことで、何人もの
人々を助け出していました。また、阪神淡路大震災の大きな被害のひとつが火災であり、多くの命を奪っ
ていますが、ここ淡路市では１件の火災も起こらなかったのだそうです。それも消防団員がいち早く火災
のもととなる火の元、プロパンガスの元栓を締めて廻ったそうです。団員は個々の家のプロパンガスの置
いてある場所も全て知っていたとのことでした。なぜそこまで地域に密着した救助活動や防災活動が出来
るのか、それは一つに団員の数の多さでした。人口44,607人の市で、消防団員数1,873人、実に人口24人に
１人が団員であること、二つ目に、地域は地域の人と一緒になって守っていくという考え方でした。
　淡路市の消防団員も７割がサラリーマンであるとのことでした。また、消防後援会も無く、団員の１年
の報酬は１万2,000円とのこと。高齢化が進む中で、いかにして地域住民の生命、財産を守り、安心して
生活出来る社会を造り出していくのか。消防団の活動もその中で大きな役割をはたしていかなければなら
ない組織でありますが、団員確保には苦労していますと市職員の本音も伺って帰ってきた次第です。

【　総務文教委員会　】　５月14日〜16日（兵庫県淡路市・洲本市）

行政調査報告

淡路市防災安心センター危機管理部

阪神淡路大震災での活動について
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　栃木県那須塩原市をたずね、昨年３月の大震災、
原発事故の風評被害、また国、県などの支援につい
て研修を行いました。
　那須塩原市は福島原発から100キロ以上離れている
市ですが、原発事故の直後、那須塩原駅には、一時
避難された方々の車がたくさん放置され、臨時駐車
場の開設や、避難所対応に追われ、予想できない、
考えられないようなパニックだったようです。
　風評被害により、観光客数は前年比の60％以上の
減となり、黒磯観光協会では、避難者受入の協定が
まったくなかったため、市の商工観光課、県の観光
交流課や観光物産協会等と連携をとりながら、県内
外を問わず、被災者を対象に、無料での日帰り入浴
サービスを実施したり、市や県への要望書提出な

ど、様々な事業に取り組まれておりました。
　市は、温泉施設宿泊者を対象に、ゴールデンウィークの５月３日から２週間の期間で、１億円キャツ
シュバックキャンペーンを行い、3,954人の利用者があり、宿泊客については、前年比20％減まで回復し
ているとの説明でした。また例年開催する観光キャンペーンを、昨年は、緊急雇用対策を利用して、キャ
ラバン隊をくみ、東京都心の駅やビル、東北自動車道など計26回実施し、今年度はもっと多く計画してい
るとの説明でした。素早い対応が功を奏したと思いました。それに反し、国の対応については、一番後手
であったように感じました。

　地場産業振興の研修として茂木町を訪ねまし
た。
平成８年、栃木県第１号の道の駅の指定を受け
てオープンした「道の駅もてぎ」がまちの中
心部にあり、初年度の売り上げが１億4,000万
円、平成19年度には６億円を超える売り上げだ
そうです。年間126万人以上が訪れ、活気にあ
ふれておりました。物産販売については、入口
と出口は一緒でなければならない、地元産の新
鮮野菜や山菜の直販、特産品の木工品販売、各
種農産加工品の研究開発、惣菜加工や手作りア
イスの販売など、高齢の生産者も参加できる経
営でした。
　有機物リサイクルセンター「美土里館」で
は、生ごみ、牛ふん、枯れ葉、竹のおがくず、
もみがらを使用し、ミネラル豊富な良質の堆肥
を生産されていました。枯れ葉は、高齢者の
方々に手数料を払って集めてもらっているとのこと。土着菌をつかった堆肥で、農作物をつくり、道の駅
で売るというコンテンツがここにもいかされていました。
町長をはじめ職員の皆が、アイデアを出しながら、一生懸命さの伝わってくる研修でした。

【　経済建設委員会　】　５月９日〜11日（栃木県那須塩原市・茂木町）

道の駅　もてぎ（物産館）

道の駅　もてぎ（研修館）

リサイクルセンター
美土里館

行政調査報告



伊佐市議会だより　2012（平成24年）第15号9

　

水
害
が
発
生
す
る
恐

れ
の
あ
る
雨
量
に
達
し

た
場
合
、
当
市
の
機
動
力
と
県

の
機
能
が
マ
ッ
チ
す
る
こ
と
が

重
要
な
こ
と
だ
。
県
、
伊
佐
市

駐
在
の
人
員
配
置
、
態
勢
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
？

　

異
常
気
象
時
の
危
機

管
理
と
し
て
、
伊
佐
市

駐
在
の
対
応
は
、
気
象
台
の
発

表
す
る
台
風
、
大
雨
警
報
、
鹿

児
島
県
と
気
象
台
が
共
同
し
て

発
表
す
る
土
砂
災
害
警
戒
情
報

等
を
も
と
に
、
姶
良
・
伊
佐
地

域
振
興
局
本
所
の
応
援
を
受

け
、
５
班
体
制
に
よ
る
災
害
待

機
業
務
を
行
う
と
な
っ
て
い

る
。

　

原
田
水
ノ
手
川
の
抜

本
的
な
改
修
、
改
良
工

事
の
現
在
の
進
捗
状
況
と
見
通

し
は
？　

水
ノ
手
川
の
改
修
、

右
岸
堤
防
の
か
さ
上
げ

は
完
了
し
て
い
る
。
原
田
橋
の

災
害
時
、
県
市
の

役
割
分
担
は

前　

田　

和　

文　
議
員

市民生活の
向上をめざし
一般質問
１４人

架
け
替
え
工
事
は
、
平
成
24
年

度
で
概
略
設
計
を
行
い
、
平
成

25
年
度
に
本
設
計
を
し
、
本
工

事
着
工
の
予
定
。

放
置
廃
屋
の
安
全
対
策
促
進
を
。

　

各
地
に
放
置
状
態
の

廃
屋
が
多
数
あ
り
、
防

災
上
、
防
犯
上
問
題
で
あ
る
。

危
険
廃
屋
解
体
撤
去
工
事
補
助

交
付
金
が
予
算
化
さ
れ
て
い
る

が
、
現
在
の
交
付
状
況
と
そ
の

効
果
は
出
て
い
る
の
か
。
ま
た

所
有
者
等
に
安
全
を
確
保
す
る

よ
う
、
市
長
に
よ
る
指
導
、
勧

告
、
命
令
が
で
き
る
条
例
を
制

定
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

上
限
30
万
円
の
５
件

分
１
５
０
万
円
を
予
算

計
上
し
て
い
る
が
、
ま
だ
現
在

の
と
こ
ろ
申
し
込
み
は
な
い
。

各
自
治
会
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協

議
会
か
ら
情
報
を
も
ら
い
、
制

度
の
周
知
を
図
り
、
市
が
ど
う

い
う
指
導
が
で
き
る
か
検
討
し

て
い
く
。
市
民
の
声
や
機
運
が

高
ま
れ
ば
、
今
後
条
例
化
も
考

慮
し
て
行
く
。

問

水
ノ
手
川

問問 答答

答
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湯之尾地区の
整備を急げ

左近充　　　諭　議員

　

湯
之
元
橋
は
、
昭
和

34
年
に
建
設
さ
れ
、
53

年
に
な
る
。
狭
く
て
大
変
危
険

だ
。
整
備
は
ど
う
な
っ
た
か
。

　

地
元
の
人
達
の
意
見

を
聞
き
な
が
ら
、
本
年

度
に
は
長
寿
命
化
計
画
が
出
さ

れ
る
。
そ
れ
に
従
っ
て
、
次
の

段
階
の
計
画
や
協
議
を
進
め
て

い
き
た
い
。

　

川
内
川
激
特
事
業
の

捨
土
で
、
曽
木
の
滝
公

園
や
、
北
薩
ヘ
リ
ポ
ー
ト
公
園

も
整
備
さ
れ
て
い
る
。
湯
之
元

橋
付
近
の
捨
土
も
、
一
体
化
し

て
整
備
を
進
め
る
べ
き
で
は
な

い
か
。　

公
園
化
な
ど
、
旧
河

川
敷
の
利
用
方
法
に

よ
っ
て
は
、
廃
川
処
理
の
手
続

き
を
行
い
、
旧
河
川
敷
一
体
の

計
画
を
立
て
る
必
要
が
あ
る
と

思
う
。
国
土
交
通
省
の
協
力
を

得
て
、
地
元
の
意
向
を
伺
う

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を
開
催

し
な
が
ら
整
備
し
て
行
く
こ
と

に
な
る
。
ま
た
、
地
域
振
興
局

の
特
別
枠
の
補
助
活
用
も
考
え

ら
れ
る
。

北
薩
ヘ
リ
ポ
ー
ト
公
園
の整

備
を

　

こ
の
公
園
は
、
川
内

川
の
捨
土
で
盛
土
さ
れ

て
い
る
た
め
、
排
水
が
悪
く
芝

も
デ
コ
ボ
コ
し
て
い
る
。
黒
土

で
目
土
し
た
り
、
エ
ア
レ
ー

シ
ョ
ン
を
す
る
こ
と
で
、
グ
ラ

ン
ド
ゴ
ル
フ
や
サ
ッ
カ
ー
が
正

式
に
行
え
る
よ
う
に
で
き
な
い

か
。

　

張
芝
で
整
備
し
た
関

係
で
、
多
少
デ
コ
ボ
コ

が
残
っ
て
い
る
。
傷
み
の
激
し

い
部
分
、
競
技
に
支
障
の
あ
る

部
分
排
水
関
係
を
含
め
て
整
備

を
行
な
っ
て
い
き
た
い
。

※
エ
ア
レ
ー
シ
ョ
ン
と
は
？

地
面
に
穴
を
開
け
る
こ
と

で
芝
生
の
根
に
空
気
を
供

給
す
る
。
水
は
け
の
改
善

や
根
切
り
が
で
き
る
た

め
、
芝
の
病
気
・
ト
ラ
ブ

ル
予
防
に
な
り
発
育
が
促

進
さ
れ
る
。

  

広
報｢

い
さ｣

で
み

る
平
成
23
年
の
死
亡
者

数
は
、１
月
が
最
も
多
く
59
人
、

２
月
が
52
人
、
一
方
で
７
〜
10

月
は
４
ケ
月
で
100
人
で
月
平
均

25
人
で
あ
る
。
寒
さ
対
策
と
し

て
長
野
県
を
調
べ
て
み
た
。
平

均
寿
命
は
男
性
は
一
位
、
女
性

は
五
位
で
医
療
費
は
国
平
均
の

80
％
で
日
本
で
一
番
安
い
。
特

に
冬
は
塩
分
の
取
り
過
ぎ
等
に

注
意
す
る
と
脳
血
管
疾
患
等
の

死
亡
率
は
低
く
な
る
と
考
え

る
。
市
長
の
答
弁
を
求
め
る
。

　

介
護
認
定
を
受
け
る

原
因
に
な
っ
た
疾
病
に

つ
い
て
平
成
22
年
度
の
高
齢
者

実
態
調
査
に
よ
る
と
脳
卒
中
が

30.3
％
、
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
等

が
27.3
％
、
リ
ウ
マ
チ
、
腰
痛
関

節
疾
患
等
が
14.7
％
等
と
な
っ
て

お
り
、
こ
れ
ら
を
い
ち
早
く
予

防
す
る
対
策
と
し
て
長
寿
支
援

課
で
は
地
域
の
高
齢
者
の
総
合

的
な
相
談
の
拠
点
と
し
て
地
域

長
寿
日
本
一

長
野
県
に
学
べ

植　

松　

尚
志
郎　
議
員

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
が
活
用
さ

れ
て
い
る
。

　

例
え
ば
夏
は
汗
を
か

く
か
ら
体
外
に
塩
分
が

で
る
の
で
死
亡
者
が
少
な
い
。

冬
は
寒
い
た
め
に
汗
が
出
な
い

こ
と
で
死
亡
者
を
増
や
す
。
そ

の
他
長
野
県
で
は
冬
は
一
室
暖

め
て
お
く
等
い
ろ
い
ろ
と
対
策

を
と
っ
て
い
る
。
伊
佐
市
の
対

策
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

　

伊
佐
市
の
実
態
と
し

て
脳
疾
患
、
心
疾
患
、

脳
血
管
疾
患
等
が
非
常
に
多
い

状
況
に
あ
る
の
で
、
健
康
い
さ

21
の
中
で
は
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ

ン
ド
ロ
ー
ム
対
策
、
が
ん
対
策

等
を
重
点
課
題
と
し
て
現
在
と

り
く
ん
で
い
る
。

答

平
成
23
年
の
月
別
死
亡
者
（「
広
報
い
さ
」
よ
り
）

死者 月
５９ 1
５２ 2
４３ 3
３６ 4
３４ 5
３２ 6
２６ 7
２４ 8
２５ 9
２５ 10
３３ 11
３４ 12

湯之元橋

問

問

問

問

問

答

答

答

答
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伊
佐
市
の
教
育
の
実

情
は
。

　

中
学
校
の
学
習
内

容
・
学
習
量
に
比
べ
て
、

中
学
生
の
家
庭
で
の
勉
強
時
間

が
不
足
し
て
い
る
。
よ
っ
て
、

今
の
よ
う
に
、
あ
る
面
で
は
非

常
に
豊
か
に
な
っ
て
き
た
時
代

に
、
子
ど
も
達
に
ど
の
よ
う
に

し
て
学
習
意
欲
を
起
こ
さ
せ
る

か
が
課
題
で
あ
る
。

　

子
ど
も
の
自
立
心
を

育
て
る
た
め
に
は
自
然

体
験
を
増
や
す
必
要
が
あ
る
。

｢

想
像
力｣

・｢

創
造
力｣

を
育

て
る
た
め
の
見
解
を
伺
い
た

い
。

　

伊
佐
の
ふ
る
さ
と
教

育
を
基
本
に
お
き
、
農

業
体
験
・
ふ
る
さ
と
探
索
・
川

の
体
験
と
か
い
ろ
い
ろ
な
自
然

体
験
活
動
を
取
り
入
れ
、
大
人

も
教
師
も
一
緒
に
取
り
組
ん
で

い
く
。あ

ら
た
め
る
べ
き
課
題

　

教
育
の
基
本
は
一
人

ひ
と
り
の
子
ど
も
に
応

じ
た
教
育
を
す
る
、
集
団
の
中

で
学
習
や
生
活
を
す
る
力
を
身

に
つ
け
さ
せ
る
こ
と
だ
が
、
現

実
と
し
て
改
め
る
べ
き
教
育
に

つ
い
て
の
見
解
を
伺
う
。

　

一
人
ひ
と
り
の
子
ど

も
を
大
事
に
す
る
、
個

性
を
伸
張
さ
せ
る
と
い
う
こ
と

は
非
常
に
大
事
な
こ
と
。
そ
れ

に
保
護
者
の
方
々
も
、
自
分
の

子
ど
も
も
、
隣
の
家
の
子
ど
も

も
、
子
供
達
同
士
で
も
ま
た
一

人
ひ
と
り
が
大
事
に
さ
れ
て
い

　

国
保
法
第
44
条
に
基

づ
く
医
療
費
の
一
部
負

担
金
減
免
制
度
に
つ
い
て
昨
年

11
月
に
規
則
を
定
め
運
用
を
始

め
た
が
、
申
請
が
上
が
っ
て
き

て
い
る
か
。
市
民
へ
の
周
知
を

ど
の
よ
う
に
行
な
っ
た
か
。
生

活
保
護
基
準
に
照
ら
し
て
ど
の

よ
う
な
基
準
か
。

　

申
請
件
数
は
未
だ
０

件
で
あ
る
。
昨
年
12
月

の
広
報
と
今
年
２
月
の
国
保
だ

よ
り
に
掲
載
し
た
。
生
活
保
護

世
帯
の
1.05
倍
か
ら
1.25
倍
の
基
準

の
方
か
ら
該
当
に
な
る
。

　

国
保
資
格
証
明
書
は

一
旦
窓
口
で
10
割
の
医

療
費
を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
や
、
短
期
保
険
証
の

期
限
が
切
れ
た
状
態
で
診
察
代

が
用
意
で
き
ず
に
、
事
実
上
の

無
保
険
状
態
を
生
む
問
題
に
つ

い
て
、
市
民
の
命
を
守
る
立
場

か
ら
資
格
証
の
発
行
を
や
め
、

短
期
保
険
証
は
保
険
料
が
支
払

え
な
く
て
も
更
新
す
る
と
い
う

方
策
が
考
え
ら
れ
な
い
か
。

　

市
民
か
ら
の
相
談
に

は
応
じ
る
が
、
制
度
自

体
を
変
え
る
考
え
は
な
い
。

子
ど
も
医
療
費
の
拡
充
を

　

子
ど
も
医
療
費
は
県

下
19
市
中
最
低
基
準
と

な
っ
て
い
る
。
障
が
い
児
の
療

育
が
す
す
ん
で
い
る
と
い
う
こ

と
を
理
由
に
『
子
育
て
安
心
の

ま
ち
』
を
掲
げ
て
い
る
が
、
障

が
い
児
の
療
育
だ
け
が
子
育
て

で
は
な
い
。
す
べ
て
の
世
帯
に

と
っ
て
子
育
て
し
や
す
い
よ
う

拡
充
を
求
め
る
。

　

小
児
科
の
医
師
の
話

で
、「
親
が
ち
ょ
っ
と

し
た
異
常
で
来
院
す
る
こ
と
が

問
題
」
と
の
こ
と
だ
っ
た
。
子

ど
も
に
異
常
が
見
ら
れ
た
ら
ま

ず
県
の
相
談
窓
口
に
電
話
し
て

欲
し
い
。

　

医
療
費
の
助
成
拡
大

で
軽
症
の
受
診
が
増
え

る
心
配
よ
り
も
、
万
が
一
重
症

だ
っ
た
場
合
に
命
が
助
か
る
こ

と
を
重
視
す
べ
き
だ
。

　

ほ
か
の
子
育
て
施
策

に
多
額
を
拠
出
し
て
お

り
拡
充
は
考
え
て
い
な
い
。

る
と
い
う
こ
と
を
理
解
さ
れ
れ

ば
大
き
な
問
題
は
な
い
。

　

教
養
と
は
人
の
心
が

分
か
る
心
、
教
育
の
根

本
は
人
の
心
が
分
か
る
心
を
養

う
こ
と
、
教
育
の
究
極
の
目
的

と
伊
佐
式
教
育
づ
く
り
と
は
。

　

総
合
的
な
人
間
力
を

育
成
す
る
人
づ
く
り
が

教
育
の
目
的
。
も
う
一
つ
は
伊

佐
の
特
色
を
つ
く
り
だ
し
て
い

く
こ
と
が
、
伊
佐
式
教
育
と
考

え
る
。

答

問

教育の青写真、
どう描く

松　元　　　正　議員

命
を
守
る
国
保
制
度
に

畑　

中　

香　

子　
議
員

問

問問

問

問問

答答

答

答

答

答 問
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障がい者雇用の
現状は

諏　訪　信　一　議員

　

23
年
度
の
災
害
対
策

本
部
の
設
置
状
況
、
避

難
勧
告
の
要
因
と
基
準
及
び
発

令
状
況
と
伝
達
方
法
並
び
に
避

難
者
は
何
人
か
。

　

災
害
対
策
本
部
は
３

回
設
置
、
避
難
勧
告
要

因
は
堤
防
の
越
水
、
崩
壊
の
お

そ
れ
、
内
水
氾
濫
発
生
で
住
宅

や
道
路
の
浸
水
等
。
基
準
は
災

害
の
種
類
や
各
危
険
箇
所
に
応

じ
て
対
応
す
る
。
勧
告
は
６
回

発
令
、
伝
達
は
サ
イ
レ
ン
吹

鳴
、
防
災
無
線
、
有
線
放
送
、

職
員
等
に
よ
る
電
話
連
絡
、
市

の
緊
急
防
災
メ
ー
ル
、
自
治
会

長
他
関
係
者
、
広
報
車
伝
達

等
々
。
避
難
者
は
７
９
６
世
帯

１
８
５
９
人
が
四
箇
所
に
避
難

し
た
。　

近
年
の
火
災
発
生
状

況
と
行
方
不
明
者
の
件

数
及
び
生
死
の
状
況
と
消
防
防

災
関
連
の
消
防
団
活
動
及
び
組

織
再
編
や
報
酬
問
題
の
解
決
策

消
防
防
災
活
動
の現

状
は

鶴　

田　

公　

紀　
議
員

は
市
長
の
英
断
が
必
要
と
思
う

が
。

　

消
防
団
の
組
織
再
編

や
報
酬
問
題
は
消
防
団

と
協
議
す
る
。

定
住
・
交
流
人
口
の
実
績
は

　

定
住
促
進
住
宅
の
利

活
用
の
推
移
と
定
住
人

口
、
農
家
民
泊
の
交
流
人
口
等

は
。

　

移
住
実
績
は
６
家
族

17
人
、
出
身
は
東
京
都

３
、
京
都
府
２
、
神
奈
川
県
１

家
族
。
利
用
数
は
22
年
度
56
家

族
１
０
９
人
。
23
年
度
61
家
族

１
６
５
人
。
農
家
民
泊
51
受
入

家
族
で
23
年
度
４
団
体
２
７
３

人
。
今
年
度
４
〜
５
月
で
６
団

体
４
０
１
人
の
実
績
。そ
の
他
、

子
育
て
支
援
事
業
や
、
伊
佐
へ

仕
事
の
都
合
で
転
入
さ
れ
た
方

が
14
家
族
。

問問

答

　

伊
佐
市
役
所
の
障
が

い
者
の
雇
用
率
は
何
％

で
、
何
人
の
雇
用
が
な
さ
れ
て

い
る
の
か
、
ま
た
配
置
さ
れ
て

い
る
職
種
を
伺
い
た
い
。

　

雇
用
実
績
は
５
人
、

身
体
障
害
者
1
級
及
び

２
級
は
２
人
分
と
し
て
換
算
で

き
る
よ
う
に
定
め
て
あ
る
の

で
、
労
働
局
へ
は
７
人
で
雇
用

率
2.82
％
で
報
告
。
障
害
者
雇
用

率
の
改
定
に
よ
り
平
成
25
年
度

か
ら
伊
佐
市
は
2.3
％
に
な
る
。

職
種
は
、
教
育
委
員
会
総
務
課

１
人
、
社
会
教
育
課
１
人
、
農

政
課
１
人
、
図
書
館
２
人
で
あ

る
。

　

今
後
の
採
用
予
定

は
。

　

通
常
の
採
用
試
験
の

結
果
に
基
づ
い
て
公
務

員
と
し
て
資
質
を
備
え
て
い
る

人
で
あ
れ
ば
、
障
が
い
者
雇
用

率
に
か
か
わ
ら
ず
、
良
い
人
材

で
あ
れ
ば
採
用
す
る
。

　

市
内
企
業
の
雇
用
率

は
何
％
か
。
対
象
企
業

は
何
社
あ
る
の
か
。

　

民
間
企
業
の
障
が
い

者
の
法
定
雇
用
率
は

1.8
％
。
雇
用
保
険
被
保
険
者
56

人
以
上
の
事
業
所
が
対
象
。
平

成
24
年
３
月
末
現
在
の
対
象
事

業
所
は
12
社
、
未
達
成
の
事
業

所
が
１
社
。
雇
用
状
況
に
つ
い

て
は
、
23
年
度
新
規
就
農
者
は

27
人
で
、
職
種
は
、
卸
売
業
７

人
、医
療
福
祉
関
係
５
人
、サ
ー

ビ
ス
事
業
７
人
、
公
務
関
係
３

人
、
製
造
業
５
人
で
あ
る
。

行　方
不明者

件　

数

生　

存

死　

亡

不　

明

21年 10 8 ２ −
22年 9 6 ２ 1
23年 11 8 ２ 1
24年

５月末 3 2 １ −

問

問

答

答

答

火災
件　

数

建　

物

林　

野

車　

両

そ
の
他

21年 19 13 2 ２ ２
22年 17 12 − ３ ２
23年 13 9 1 ２ １
24年

５月末 4 2 − ２ −

問答

問答
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昨
年
９
月
、
農
水
省

が
24
年
度
か
ら
青
年
就

農
給
付
金
制
度
に
取
り
組
む
と

し
た
。
伊
佐
市
で
も
、
国
庫
負

担
２
名
分
と
市
単
独
の
５
名
分

を
予
算
化
し
た
。
こ
の
２
つ
の

事
業
、
伊
佐
に
於
け
る
新
規
就

農
の
拡
大
や
定
着
に
繋
が
る
の

か
？
取
り
組
み
は
万
全
か
と
い

う
事
を
念
頭
に

①
こ
の
事
業
の
周
知
は
ど
の
よ

う
に
成
さ
れ
た
の
か
、
ま
た
、

23
年
度
の
新
規
就
農
相
談
の
件

数
は
。

②
こ
の
事
業
20
年
度
か
ら
24
年

度
の
新
規
就
農
者
が
対
象
と
な

る
。
何
人
か
。
そ
の
経
営
体
は

ど
う
で
あ
り
、
給
付
要
件
を
満

た
す
の
は
何
人
か
。

③
市
単
独
の
５
人
、
該
当
者
は

何
人
か
。
以
上
３
点
に
つ
い
て

伺
い
た
い
。

　

①
周
知
に
つ
い
て

は
、
中
学
校
単
位
の
４

校
区
で
行
っ
た
行
政
説
明
会
と

２
会
場
で
戸
別
所
得
補
償
制
度

説
明
会
を
行
な
っ
て
い
る
。
ま

た
、
２
月
に
人
・
農
地
に
関
す

る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し

て
い
る
。
昨
年
度
の
新
規
就
農

相
談
は
11
件
で
あ
っ
た
。

②
対
象
と
な
る
新
規
就
農
者

は
、
20
年
度
４
人
・
21
年
度
６

人
・
22
年
度
５
人
・
23
年
度
６

人
・
24
年
度
が
６
人
で
計
27
人

で
あ
る
。経
営
体
は
野
菜
９
件
・

畜
産
14
件
・
水
稲
２
件
・
た
ば

こ
２
件
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、

青
年
就
農
給
付
金
の
受
給
に
該

当
す
る
も
の
は
３
人
で
あ
る
。

③
市
単
独
の
５
人
に
つ
い
て

は
、
問
い
合
わ
せ
は
あ
る
が
該

　

口
蹄
疫
発
生
か
ら
二

年
が
経
過
し
、
次
第
に

風
化
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か

と
危
惧
し
て
い
る
。
ま
た
鹿
児

島
県
で
消
毒
槽
の
設
置
を
す
る

と
の
こ
と
で
あ
る
が
。

　

私
は
個
人
的
に
は
風

化
し
て
い
な
い
と
思
っ

て
い
る
。
設
置
箇
所
は
国
道

２
６
８
号
の
大
口
︲
水
俣
間
と

２
６
７
号
の
大
口
︲
人
吉
間
で

あ
る
。
用
地
に
つ
い
て
は
市
が

購
入
す
る
。

　

宮
崎
で
発
生
の
時

は
、
殺
処
分
、
埋
却
地

確
保
、
埋
却
に
非
常
に
手
間

取
っ
た
。
自
衛
隊
は
災
害
時
の

場
合
に
大
き
な
力
を
発
揮
し
て

い
る
。
口
蹄
疫
が
爆
発
的
に
広

が
っ
た
場
合
に
、
自
衛
隊
の
早

期
動
員
は
検
討
さ
れ
て
い
る
の

か
。

　

自
衛
隊
派
遣
に
つ
い

て
は
、
知
事
が
要
請
す

る
事
に
な
っ
て
い
る
。
必
要
性

が
あ
る
場
合
は
知
事
に
対
し

て
、
自
衛
隊
派
遣
を
要
請
す
る

事
は
想
定
し
て
い
る
。

当
者
は
い
な
い
。
集
落
営
農
等

を
含
む
農
業
団
体
、
農
業
法
人

に
雇
用
さ
れ
て
、
自
立
す
る
た

め
の
技
術
的
な
指
導
を
受
け
新

規
就
農
者
に
な
る
と
い
う
条
件

が
高
い
壁
に
な
っ
て
い
る
。
ど

う
し
た
ら
支
援
で
き
る
の
か
検

討
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

そ
の
他
の
質
問

伊
佐
米
の
ブ
ラ
ン
ド
化

車
両
消
毒
の
様
子

問

問

旧
曽
木
の
滝
橋
の
今
後
は

　

旧
曽
木
の
滝
橋
は
昭

和
37
年
に
建
設
省
が
建

設
。
鶴
田
ダ
ム
を
結
ぶ
観
光
道

路
で
、
観
光
、
文
化
、
産
業
の

発
展
に
寄
与
す
る
と
大
い
に
期

待
さ
れ
た
橋
で
あ
っ
た
。
橋
の

耐
用
年
数
は
何
年
か
。

問

　

耐
用
年
数
は
60
年
で

あ
り
、
あ
と
10
年
と

な
っ
て
い
る
。
仮
に
橋
を
残
し

た
場
合
、
安
全
上
の
問
題
は
全

て
伊
佐
市
の
責
任
に
な
る
。
豪

雨
や
地
震
等
に
耐
え
得
る
か

等
、
安
全
上
の
事
が
ま
ず
一
番

だ
と
思
う
。

　

旧
大
橋
の
撤
去
費
用

は
、
１
億
数
千
万
円
で

24
年
度
中
に
県
が
行
う
計
画
で

あ
る
と
聞
い
て
い
る
が
。

　

県
は
予
定
通
り
撤

去
す
る
計
画
の
よ
う

だ
。
橋
の
撤
去
に
つ
い
て
は
賛

否
両
論
あ
る
が
、
各
方
面
の
考

え
を
聞
き
24
年
度
中
に
は
判
断

し
た
い
。

青年就農給付金の
活用は

久　保　教　仁　議員

口
蹄
疫
対
策
の
そ
の
後

沖　

田　

義　

一　
議
員

答答

答

問

問 答答
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有効な鳥獣対策を

古　城　恵　人　議員

　

①
関
白
陣
周
辺
の
夜

間
調
査
を
行
っ
た
。
今

年
は
さ
ら
に
シ
カ
が
増
え
て
い

る
。
農
家
は
減
反
の
田
に
牧
草

を
蒔
き
国
に
協
力
し
な
が
ら
、

山
際
の
田
は
結
果
と
し
て
シ
カ

の
餌
場
を
作
り
シ
カ
を
増
や
し

て
い
る
皮
肉
な
現
実
を
ど
う
受

け
止
め
て
い
る
か
？

②
県
や
近
隣
市
町
と
の
連
携
し

た
駆
除
対
策
は
進
展
し
て
い
る

か
。

③
市
内
猟
友
会
の
会
員
数
、
高

齢
化
状
況
は
。

④
猟
友
会
は
地
区
ご
と
に
範
囲

が
決
め
ら
れ
て
い
る
。
有
害
鳥

獣
に
は
そ
の
よ
う
な
も
の
は
な

い
。
隣
の
町
で
銃
で
追
い
払
え

ば
こ
ち
ら
に
逃
げ
て
く
る
。
連

携
し
た
駆
除
は
で
き
な
い
の

か
？

　

国
の
施
策
と
シ
カ
を

結
び
つ
け
る
と
そ
う
い

え
る
。
近
隣
市
町
と
は
担
当
者

が
近
況
報
告
と
話
し
合
い
を
し

て
い
る
。
市
内
猟
友
会
は
７
支

部
で
あ
る
。
会
員
数
は
平
成
23

年
で
２
８
０
人
が
登
録
さ
れ
て

お
り
年
々
減
少
し
て
い
る
。

銃
器
や
ワ
ナ
を
扱
わ
れ
る
猟
友

会
を
信
頼
し
て
い
る
。

　

連
携
と
は
市
、
町
の

境
を
越
え
て
一
斉
に
駆

除
す
る
と
い
う
意
味
だ
が
。

　

隣
接
市
町
と
や
っ
て

も
、
そ
の
又
隣
接
す
る

市
町
村
と
広
域
的
に
や
ら
な
い

と
効
果
は
な
い
。
そ
う
い
う
こ

と
を
県
に
は
申
し
て
い
く
。

　

自
治
体
の
憲
法
で
あ

る
伊
佐
市
自
治
基
本
条

例
へ
の
考
え
方
及
び
条
例
制
定

は
。

　

自
治
基
本
条
例
は
、

住
民
・
行
政
と
議
会
で

同
じ
テ
ー
ブ
ル
で
議
論
を
し
て

つ
く
る
も
の
で
あ
る
。
公
平
性

の
あ
る
議
会
で
、
議
論
が
先
行

す
る
の
が
、
う
ま
く
い
く
。

　

市
民
等
が
施
政
へ
の

参
加
や
協
働
に
よ
る
ま

ち
づ
く
り
の
仕
組
み
や
制
度
の

整
備
、
情
報
の
提
供
で
、
地
域

特
性
に
合
う
独
自
施
策
を
展

開
・
促
進
す
る
と
思
う
が
見
解

は
。

　

伊
佐
市
の
中
で
、

今
、
こ
の
条
例
を
つ

く
る
の
は
、
時
期
尚
早
で
は
な

い
か
と
考
え
る
。

最
高
規
範
の条

例
制
定
は

柿
木
原　

榮　

一　
議
員

教
育
基
本
条
例
の
制
定
は

　

伊
佐
市
教
育
委
員
会

で
教
育
基
本
条
例
の
考

え
方
は
。

　

教
育
委
員
会
内
で
教

育
基
本
条
例
に
つ
い
て

特
に
議
題
と
し
て
い
な
い
。

　

平
成
23
年
度
全
国
学

力
・
学
習
状
況
調
査
で

平
均
通
過
率
は
、
芳
し
く
な
い

が
、
改
革
は
で
き
な
い
の
か
。

　

国
の
教
育
基
本
法
の

努
力
項
目
の
教
育
振
興

基
本
計
画
を
今
年
度
で
作
成
・

公
表
す
る
。
指
導
主
事
を
1
人

増
や
し
、
各
学
校
の
教
職
員
の

指
導
力
向
上
を
充
実
す
る
。
市

独
自
で
積
極
的
取
組
を
や
る
。

家
庭
学
習
の
推
進
状
況
等
の
指

導
も
実
施
す
る
。

そ
の
他
の
質
問

通
学
路
の
安
全
は

深川地区の田んぼ

問

問問

問 答

答答

答

問

問

答

答
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昨
年
度
よ
り
始
ま
っ

た｢

人
・
農
地
プ
ラ
ン｣

の
事
業
内
容
、
今
後
の
取
り
組

み
と
、
行
政
や
関
係
機
関
の
強

い
指
導
が
必
要
と
思
う
。
市
の

考
え
は
。

　

５
年
後
10
年
後
の
地

域
農
業
の
ビ
ジ
ョ
ン
を

策
定
す
る
も
の
で
ア
ン
ケ
ー
ト

等
に
基
づ
き
青
年
就
農
者
支
援

育
成
、
土
地
の
集
積
等
を
地
域

の
話
し
合
い
等
を
通
じ
て
の
プ

ラ
ン
づ
く
り
を
市
内
全
域
で
進

め
る
。
方
法
は
３
通
り
で
認
定

農
家
な
ど
が
核
と
な
る
経
営
体

と
集
落
営
農
組
織
を
中
心
と
す

る
ケ
ー
ス
。
３
番
目
は
中
心
と

な
る
経
営
体
の
い
な
い
地
域
で

地
域
外
へ
の
作
業
委
託
な
ど
多

様
な
プ
ラ
ン
づ
く
り
が
必
要
と

な
る
。
市
内
を
87
の
地
域
に
分

け
て
説
明
会
や
意
向
調
査
、
話

し
合
い
に
よ
る
合
意
形
成
を
図

り
プ
ラ
ン
を
作
り
上
げ
る
。

　

市
内
に
は
認
定
農
家

が
１
９
３
人
。
地
区
ご

と
に
何
人
か
の
認
定
農
家
が
ま

と
ま
っ
て
集
落
営
農
や
法
人
化

を
目
指
す
組
織
を
つ
く
る
べ
き

と
思
う
が
。

　

認
定
農
家
を
ま
と
め

る
の
は
一
つ
の
方
向
性

で
あ
り
、
そ
う
い
う
時
代
に
入

り
つ
つ
あ
る
こ
と
を
理
解
い
た

だ
く
こ
と
か
ら
だ
と
思
う
。
２

人
３
人
に
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
絞
り

一
つ
の
例
を
つ
く
り
広
め
て
い

こ
う
と
思
う
。

　

昨
年
３
月
の
東
日
本

大
震
災
で
は
、
日
頃
の

防
災
訓
練
で
岩
手
県
釜
石
市
の

小
中
学
生
約
３
０
０
０
人
が
大

津
波
か
ら
逃
れ
た
。
本
市
の
防

災
組
織
率
、
防
災
訓
練
に
つ
い

て
伺
う
。

　

２
７
８
の
う
ち
２

６
８
自
治
会
自
主
防

災
組
織
が
あ
る
が
書
類
上
が
多

い
。
今
後
、
自
分
の
身
は
自
分

で
守
る
と
い
う
教
育
、
訓
練
を

し
て
い
く
。

　

災
害
時
の
伝
達
方
法

と
し
て
無
線
放
送
が
効

果
が
あ
る
。
市
内
の
整
備
状
況

は
。
ま
た
、
小
さ
い
自
治
会
で

は
負
担
が
大
き
い
。
補
助
率
を

増
や
せ
な
い
か
。

　

無
線
放
送
は
大
口
地

区
65
、
菱
刈
地
区
67
自

治
会
。
補
助
額
に
つ
い
て
は
親

機
55
万
円
の
２
分
の
一
。

子
機
２
万
５
千
円
の
内
６
千
円

を
。
村
づ
く
り
事
業
の
補
助
で

あ
る
。
補
助
率
の
ア
ッ
プ
は
難

し
い
。中

学
校
統
合
の
課
題

　

平
成
27
年
４
月
よ
り

大
口
南
、
山
野
、
大
口

中
学
校
が
統
合
し
、
大
口
中
央

中
学
校
と
し
て
再
編
さ
れ
る
。

①
子
供
達
の
不
安
が
大
き
く
、

精
神
的
な
ケ
ア
が
求
め
ら
れ

る
。
②
ス
ク
ー
ル
バ
ス
通
学
で

は
朝
が
早
い
。
③
部
活
が
で
き

る
の
か
。
④
制
服
の
負
担
も
増

え
る
の
で
は
、
等
々
の
不
安
が

あ
る
。
こ
れ
ら
の
問
題
を
ど
の

よ
う
に
捉
え
、
検
討
し
て
い
く

の
か
伺
う
。

　

各
小
中
学
校
の
保
護

者
代
表
や
教
育
関
係
で

組
織
す
る
７
つ
の
部
会
を
設
置

し
、
そ
こ
で
調
査
・
協
議
し
、

そ
の
経
過
を
準
備
委
員
会
に
随

時
報
告
し
て
い
く
。

鳥
神
岡
周
辺
整
備

　

鳥
神
岡
は
伊
佐
富
士

と
呼
ば
れ
郷
土
の
シ
ン

ボ
ル
で
あ
り
、
教
育
的
に
も
地

域
の
資
源
と
し
て
も
重
要
な

山
。
現
在
の
登
山
道
は
急
な
坂

と
木
の
根
や
石
等
が
多
く
出
て

お
り
、
滑
り
や
す
く
危
険
で
あ

る
。
登
山
道
を
整
備
し
た
い
の

で
市
の
協
力
を
も
ら
い
た
い
。

　

積
極
的
に
協
力
さ
せ

て
い
た
だ
く
。
プ
ラ
ン

づ
く
り
は
地
域
で
考
え
て
い
た

だ
き
た
い
。

　

通
学
区
域
の
変
更
は

で
き
る
の
か
。

　

家
庭
の
事
情
、
病
気

等
に
つ
い
て
は
考
慮
す

る
が
、
基
本
的
に
は
大
口
中
央

中
学
校
へ
指
定
す
る
。

そ
の
他
の
質
問

旧
曽
木
大
橋
の
存
続

鳥神岡山頂にて

問

問

問

問

問

問

答

答

答

答

答

地域を護
ま も

る

丸　田　和　時　議員

防
災
訓
練
の
実
情
は

福　

本　

千
枝
子　
議
員

問

答

答
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スポーツ振興
その対策は

緒　方　重　則　議員

　

体
育
施
設
や
公
園
施

設
を
利
用
す
る
方
々
か

ら
改
善
要
望
を
聞
く
。

例
え
ば
、
野
球
場
に
ナ
イ
タ
ー

施
設
を
設
置
し
て
欲
し
い
と
い

う
声
や
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
試
合

会
場
が
限
定
さ
れ
て
い
る
の
で

不
便
、
体
育
館
内
の
施
設
の
老

朽
化
に
よ
る
不
都
合
等
々
あ
る

が
改
善
に
向
け
た
そ
の
取
り
組

み
は
。　

ナ
イ
タ
ー
設
置
に
つ

い
て
は
財
政
的
な
事
と

対
投
資
効
果
か
ら
し
て
難
し
い

の
で
今
の
と
こ
ろ
考
え
て
い
な

い
。
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
に
つ
い
て

は
菱
刈
農
村
グ
ラ
ン
ド
で
ネ
ッ

ト
の
整
備
な
ど
行
い
定
着
し
て

い
る
の
で
、
陸
上
競
技
場
は
本

来
の
使
い
方
を
優
先
さ
せ
る
。

総
合
体
育
館
の
耐
震
工
事
や
陸

上
競
技
場
の
放
送
設
備
、
芝
対

策
、
野
球
場
の
ス
コ
ア
ー
ボ
ー

ド
等
の
改
善
、
公
園
施
設
で
は

芝
の
目
土
関
係
な
ど
進
め
て
い

る
。

　

県
下
一
周
駅
伝
に
代

表
さ
れ
る
よ
う
に
競
技

ス
ポ
ー
ツ
人
口
の
底
辺
拡
大
を

図
り
、
地
元
か
ら
盛
り
上
げ
る

た
め
に
も
ジ
ュ
ニ
ア
育
成
に
取

り
組
む
必
要
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
。
ま
た
、
カ
ヌ
ー
に
代
表

さ
れ
る
よ
う
な
地
域
を
挙
げ
て

ス
ポ
ー
ツ
合
宿
の
取
り
組
み
を

積
極
的
に
進
め
る
べ
き
で
は
な

い
か
。　

駅
伝
男
子
チ
ー
ム
に

お
い
て
は
新
し
く
米
盛

監
督
体
制
の
下
で
、
中
学
生
陸

上
部
員
を
集
め
て
練
習
会
を
す

で
に
開
催
し
新
た
な
活
動
を
始

め
て
い
る
の
で
将
来
に
つ
な
が

る
選
手
育
成
を
図
っ
て
い
き
た

い
。
ま
た
今
後
は
ジ
ョ
ギ
ン
グ

大
会
等
を
実
施
す
る
こ
と
で
走

る
こ
と
が
市
民
の
生
活
の
一
部

と
な
る
よ
う
雰
囲
気
作
り
を
し

た
い
。
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
に
つ
い

て
は
、
現
在
カ
ヌ
ー
に
お
い
て

関
係
者
の
大
変
な
ご
尽
力
・
努

力
に
よ
っ
て
非
常
に
素
晴
ら
し

い
合
宿
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。

今
後
さ
ら
に
ど
の
程
度
に
深
め

て
い
く
の
か
、
そ
の
ほ
か
の
競

技
は
ど
う
な
の
か
総
合
的
に
考

え
る
。

総括質疑
順位 発　言　者 質　疑　事　項

１ 柿木原　榮一議員

議案第41号
　　伊佐市山野西文化交流館の設置及び管理に関する条例の制定に
　　ついて
議案第40号
　　平成24年度伊佐市一般会計補正予算（第１号）

２ 鶴田　公紀 議員
議案第40号
　　平成24年度伊佐市一般会計補正予算（第１号）

問

問 答答

伊佐市営球場
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質問

答弁

質問
　新曽木大橋の完成に伴い見込ま
れる観光客増加、駐車場はどうす
るのか

　駐車場は考えていない。
　もみじ祭りでの対応は下殿の河
川敷を考えており、その前後は旧
橋の左手前の市有地を考えている。

平成 24 年３月議会
公園周辺の駐車場整備
設計委託費・工事費を 24 年度当
初予算で計上

旧橋の左手の市有地
3,000㎡を整備　

駐車可能台数　約 100 台

　生活支援型ホームヘルプサービ
ス事業に取り組め

　近隣では湧水町が行なっている。
介護保険制度とは別問題として考
える必要もある。
　負担金の公平性、低所得高齢者
の生活保持など考えあわせなけれ
ばならない。
　理屈では割り切れないが、情緒
的に流されてもいけないと考える。
今後検討したい。

平成 24 年３月議会
高齢者生活支援サービスが充実

　介護認定を受けていない高齢者
が事故や病気などの時、短期間で
臨時的に家事など生活支援を受け
られる新たなサービスが誕生！！

答弁

平成23年６月議会

こうなったこうなった

追跡
!!

あの質
問どうなった？！
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伊
佐
市
議
会
議
員
研
修

　

７
月
３
日
（
火
）

伊
佐
市
大
口
庁
舎
議
員
控
室

　

鹿
児
島
県
町
村
議
会
議
長
会

の
徳
留
事
務
局
長
を
講
師
に
迎

え
、
議
会
基
本
条
例
に
つ
い
て

研
修
を
行
っ
た
。
他
市
を
例
に

取
り
上
げ
な
が
ら
制
定
の
背
景

や
考
え
方
、
議
員
の
発
言
や
討

議
な
ど
も
ふ
ま
え
、
基
本
的
な

部
分
の
再
確
認
に
も
繋
が
る
大

変
有
意
義
な
研
修
と
な
っ
た
。

南
九
州
中
部
市
議
会

議
長
会
研
修
会

　

７
月
９
日
（
月
）
え
び
の
市

　

今
回
は
開
催
市
が
え
び
の
市

の
た
め
、
え
び
の
市
文
化
セ
ン

タ
ー
で
行
わ
れ
、
参
加
市
は
人

吉
市
・
小
林
市
・
え
び
の
市
・

伊
佐
市
で
あ
る
。
開
催
市
長
の

挨
拶
の
後
、
え
び
の
市
の｢

市

民
協
働
課｣

で｢

地
域
お
こ
し

協
力
隊｣

隊
員
と
し
て
働
い
て

い
る
都
市
部
か
ら
移
住
さ
れ
た

３
人
の
方
の
活
動
の
発
表
が

あ
っ
た
。

　

そ
の
後
、
市
内
で
発
見
さ
れ

た
、
国
指
定
重
要
文
化
財｢

島

表
紙
に
よ
せ
て

　

表
紙
の
写
真
は
、
伊
佐
市
大
口
青
木
で
撮
影
さ
れ
た
も
の

で
す
。
農
道
に
三
脚
と
カ
メ
ラ
を
据
え
て
、
北
の
空
を
撮
影

し
て
い
ま
す
。
下
に
見
え
る
光
の
筋
は
、
国
道
を
走
る
車
の

ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト
で
あ
り
、
カ
メ
ラ
を
据
え
た
ま
ま
５
分
ほ
ど

シ
ャ
ッ
タ
ー
を
開
放
し
て
い
ま
す
の
で
、
ラ
イ
ト
が
光
の
線

に
見
え
、
星
も
動
い
て
線
に
な
っ
て
写
っ
て
い
ま
す
。

　

伊
佐
市
は
星
が
よ
く
見
え
ま
す
。
空
気
が
澄
ん
で
い
て
、

街
の
灯
り
が
そ
れ
ほ
ど
空
を
て
ら
し
て
い
な
い
の
で
、
よ
く

晴
れ
た
夜
に
空
を
見
上
げ
る
と
、
お
び
た
だ
し
い
数
の
星
が

輝
い
て
い
ま
す
。
伊
佐
市
に
住
ん
で
い
る
私
た
ち
に
は
当
た

り
前
の
事
の
よ
う
に
思
え
ま
す
が
、
他
所
か
ら
転
入
さ
れ
て

こ
ら
れ
た
方
々
は
例
外
な
く
驚
か
れ
ま
す
。
こ
れ
ほ
ど
、
空

気
が
澄
ん
で
、
夜
空
の
綺
麗
な
都
市
は
全
国
的
に
み
て
も
稀

有
な
存
在
で
す
。

　
『
身
近
に
あ
る
け
ど
気
づ
か
な
い
宝
石
、
そ
れ
が
伊
佐
の

星
々
だ
』
と
、
撮
影
さ
れ
た
竹
田
様
は
話
を
さ
れ
て
い
ま
し

た
。

（
議
会
事
務
局　

左
近
充　

円
）

内
地
下
式
横
穴
墓
群｣

の
説
明

が
あ
り
、
別
館
に
あ
る
歴
史
民

族
資
料
館
で
実
際
に
出
土
し
た

遺
物
を
見
学
し
た
。

　

ま
た
、
国
へ
の
要
望
と
し
て
、

●
国
道
２
２
１
号
、２
６
７
号
、

４
４
７
号
の
整
備
促
進
を
求

め
る

●
地
域
医
療
の
確
保
を
求
め
る

●
口
蹄
疫
復
興
に
対
す
る
今
後

の
支
援
対
策
と
配
合
飼
料
価

格
の
高
騰
対
策
及
び
粗
飼
料

増
産
対
策
を
求
め
る

●
子
ど
も
た
ち
の
生
命
を
守
る

た
め
、
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
と
小

児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
及

び
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ

ン
の
定
期
接
種
化
及
び
十
分

な
財
政
措
置
を
求
め
る

●
霧
島
連
山
・
新
燃
岳
の
噴
火

災
害
対
策
を
求
め
る

こ
れ
ら
５
つ
の
議
案
を
決
議
し

た
。

議
会
基
本
条
例
研
修

７
月
13
日
（
金
）

水
俣
市
役
所
・
阿
久
根
市
役
所

　

午
前
は
水
俣
市
、
午
後
か
ら

は
阿
久
根
市
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の

市
議
会
か
ら
歓
迎
の
挨
拶
を
う

け
た
あ
と
、
議
会
改
革
を
は
じ

め
、議
員
の
倫
理
や
責
務
な
ど
、

議
会
基
本
条
例
の
先
進
地
で
あ

る
２
市
で
、
条
例
制
定
に
至
る

ま
で
の
経
緯
に
つ
い
て
研
修
を

行
っ
た
。

議員研修議員研修

墓
群
か
ら
出
土
し
た
冑
・
刀
剣
類
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農業体験活動

ふるさと学寮での様子

棒
踊
り
の
様
子

地
域
に
感
謝

南
永
小
学
校
　
　
　
　
　
　

　
校
長
　
桂
木
　
寛

南
永
小
学
校
に
赴
任
し
て
、

二
年
目
を
迎
え
る
。
大
口
は
、

母
の
出
身
地
で
、
私
の
生
ま
れ

故
郷
で
も
あ
る
。
ま
た
菱
刈
に

は
、
十
二
年
前
に
も
住
ん
で
い

た
事
が
あ
り
、
不
思
議
な
縁
を

感
じ
て
い
る
。

「
地
域
の
子
は
地
域
で
育
て

る
。」
と
い
う
言
葉
は
、
学
校

教
育
に
対
し
て
と
て
も
協
力
的

な
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
場

で
、
よ
く
耳
に
す
る
言
葉
で
あ

る
。
地
域
に
根
ざ
し
た
学
校
経

営
を
推
進
す
る
上
で
嬉
し
い
限

り
で
あ
る
。

本
校
で
は
、
永
池
米
の
農
業

体
験
活
動
や
地
域
の
高
齢
者
と

の
交
流
活
動
な
ど
、
南
永
小
ら

し
い
特
色
あ
る
教
育
活
動
に
力

を
入
れ
て
、
本
校
の
教
育
目
標

で
あ
る
「
ふ
る
さ
と
に
誇
り
を

持
ち
、
心
豊
か
に
た
く
ま
し
く

生
き
る
南
永
っ
子
の
育
成
」
を

目
指
し
て
い
る
。
さ
ら
に
棒
踊

り
や
十
五
夜
な
ど
の
地
域
行
事

も
地
域
と
一
緒
に
取
り
組
み
、

交
流
を
通
し
て
社
会
性
を
身
に

つ
け
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

ま
た
、
菱
刈
地
区
の
各
学
校

区
で
は
、
三
泊
四
日
の
「
ふ
る

さ
と
学
寮
」が
行
わ
れ
て
い
る
。

子
ど
も
た
ち
が
家
庭
を
離
れ
、

公
民
館
な
ど
で
共
同
宿
泊
生
活

を
体
験
す
る
こ
と
で
、
自
主
性

や
協
調
性
、
忍
耐
力
や
連
帯
感

を
養
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

る
。

各
学
校
区
ご
と
に
参
加
対
象

児
童
は
異
な
る
が
、
本
城
小
校

区
で
は
四
年
生
が
対
象
で
、
南

永
小
児
童
も
一
緒
に
参
加
さ
せ

て
も
ら
っ
た
。

こ
の
ふ
る
さ
と
学
寮
で
、
子

ど
も
た
ち
の
食
事
の
世
話
や
風

呂
の
提
供
、
学
校
へ
の
送
り
迎

え
な
ど
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
だ

さ
る
の
は
、
地
域
の
支
援
者
の

方
々
で
あ
る
。
保
護
者
は
、
入

所
と
退
所
の
時
以
外
は
顔
を
出

す
こ
と
も
禁
じ
ら
れ
て
い
る
。

子
ど
も
た
ち
は
、
こ
の
体
験

を
通
し
て
、
自
主
的
に
動
く
こ

と
や
友
達
と
協
力
す
る
こ
と
、

ま
た
、
注
意
を
受
け
た
り
、
思

う
よ
う
に
な
ら
な
か
っ
た
り
す

る
体
験
で
協
調
性
や
社
会
性
の

大
切
さ
、
そ
し
て
家
族
や
世
話

を
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
へ
の

感
謝
の
気
持
ち
な
ど
を
学
ん
で

い
る
。

最
近
、
心
が
痛
む
ニ
ュ
ー
ス

に
触
れ
る
に
つ
け
、
豊
か
な
心

を
育
む
必
要
性
を
強
く
感
じ

る
。
豊
か
な
心
は
、
豊
か
な
経

験
や
体
験
に
よ
っ
て
育
ま
れ
る

も
の
で
、
地
域
の
中
で
の
豊
か

な
自
然
体
験
や
生
活
体
験
は
、

子
ど
も
た
ち
の
成
長
に
大
き
な

プ
ラ
ス
と
な
っ
て
い
る
と
思

う
。
伊
佐
の
ふ
る
さ
と
の
よ
さ

に
触
れ
さ
せ
、
伊
佐
を
愛
し
、

ふ
る
さ
と
の
た
め
に
寄
与
す
る

子
ど
も
た
ち
を
育
て
る
た
め

に
、
今
後
も
地
域
が
持
つ
素
晴

ら
し
い
教
育
力
を
学
校
に
取
り

入
れ
て
い
き
た
い
。
そ
し
て
、

い
つ
も
南
永
小
を
気
に
か
け
て

く
だ
さ
る
南
永
・
本
城
校
区
の

方
々
に
心
か
ら
感
謝
し
た
い
。

ひとくち 伊佐で働くエキスパート
コラム
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編
集
後
記

　

第
30
回
夏
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
ロ
ン
ド

ン
大
会
が
素
晴
ら
し
い
感
動
と
興
奮
の
中

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
日
の
丸
を
背
負
い

国
の
代
表
と
し
て
出
場
し
た
選
手
の
戦
い

に
一
喜
一
憂
し
寝
不
足
の
日
が
続
い
た
人

も
多
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
４
年
に
１
度

の
集
大
成
ゆ
え
に
数
々
の
ド
ラ
マ
が
繰
り

広
げ
ら
れ
た
19
日
間
、
最
高
の
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
に
改
め
て
拍
手
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

４
年
に
１
度
と
い
え
ば
、今
年
は
市
長
・

市
議
会
議
員
選
挙
の
年
で
す
。
伊
佐
市
誕

生
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
に
４
年
間
の
言
動
と
こ

れ
か
ら
の
未
来
に
有
権
者
の
審
判
が
下
さ

れ
ま
す
が
、
市
議
会
と
議
員
の
品
位
が
今

問
わ
れ
て
い
ま
す
。
議
員
一
人
ひ
と
り
が

真
摯
に
受
け
止
め
、
改
め
る
べ
き
と
こ
ろ

は
改
め
態
度
で
示
し
て
い
く
よ
う
に
議
会

全
体
で
取
り
組
む
こ
と
を
再
確
認
し
ま
し

た
。｢

市
民
に
身
近
な
議
会｣

と
感
じ
て

も
ら
え
る
よ
う
単
な
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

に
終
わ
ら
な
い
よ
う
努
力
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

緒
方　

重
則

　

３
月
中
旬
に
ユ
ー
タ
ー
ン
後
、
家
の
周
り
の
片
付
け
や
求

職
活
動
を
行
う
中
で
６
月
の
定
例
会
を
傍
聴
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
は
、
教
育
に
関
す
る
内
容
か
ら
防
災
、
雇
用
、

農
政
、
観
光
等
に
関
わ
る
内
容
ま
で
幅
広
く
、
個
人
的
に
は

議
員
さ
ん
た
ち
の
日
頃
の
活
動
ぶ
り
が
感
じ
ら
れ
る
内
容
で

し
た
。
た
だ
、
そ
れ
ら
の
質
問
に
対
す
る
答
弁
で
ほ
と
ん
ど

顔
を
あ
げ
る
こ
と
な
く
原
稿
（
メ
モ
）
を
読
む
、
あ
る
い
は

マ
イ
ク
が
声
を
拾
っ
て
な
い
こ
と
に
気
づ
か
ず
、
答
弁
を
続

け
る
姿
な
ど
が
見
ら
れ
た
こ
と
は
残
念
で
し
た
。

　

市
議
会
の
様
子
は
ラ
イ
ブ
中
継
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
去
る
６
月
29
日
付
の
南
日
本
新
聞
の
コ
ラ
ム
に
も

あ
っ
た
よ
う
に
、
市
外
の
人
も
熱
い
目
で
伊
佐
市
を
見
て
い

る
と
い
う
こ
と
で
す
の
で
、
関
係
者
の
方
々
は
こ
れ
ら
を
十

分
に
意
識
し
て
節
度
あ
る
姿
勢
で
議
会
に
臨
ま
れ
、
よ
り
住

み
や
す
い
伊
佐
市
、
元
気
な
伊
佐
市
を
実
感
で
き
る
よ
う
に

し
て
く
だ
さ
い
。

　

今
後
も
、
で
き
る
だ
け
時
間
を
つ
く
っ
て
傍
聴
し
、
興
味

を
持
っ
て
議
会
活
動
を
見
守
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
支
援
す
る
議
員
さ
ん
や
気
に
な
る
議
員
さ
ん
の

活
動
振
り
を
見
に
行
き
ま
せ
ん
か
。

編
集
・
発
行
責
任
者
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８月27日（月） 本会議（招集日）
　　議案上程、提案理由説明
９月４日（火） 本会議（２日目）
　　総括質疑、即決議案処理
　　委員会付託、陳情上程
９月５日（水） 総務文教委員会
９月６日（木） 経済建設委員会
９月７日（金） 環境福祉委員会
９月14日（金） 本会議（３日目）

一般質問
９月18日（火） 本会議（４日目）

一般質問
９月19日（水） 本会議（５日目）

一般質問
９月24日（月） 本会議（６日目）

一般議案採決
９月25日（水）〜10月３日（水）予定

Ｈ23年度　決算審査
10月12日（金） 本会議（最終日）

９月定例会のお知らせ９月定例会のお知らせ

古田　龍一

議会中継を自宅等でインターネットでも視聴できます。
（市議会の生中継や録画を映像配信しています）

【伊佐市ホームページ】→【伊佐市議会】→
→【インターネット映像中継】
　　　　　　　　　　　　　　
大口庁舎・菱刈庁舎・まごし館・　
ふれあいセンターでも
議会ライブ中継をご覧になれます。


